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市
　
　
長

正
村
山
謙
吉

　
　
助
　
　
役

　
　
　
小
川
彦
一
郎

　
　
収
入
役

　
　
　
高
木
佐
五
郎

　
　
市
議
会
議
長

　
　
　
櫓
口
政
太
郎

賀
市
議
会
副
議
長

　
　
　
柳
　
　
宗
　
　
平

灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
近
年
幹
線
交
通
網
の
整
備
促
進
は
め
ざ
ま
し
く
長
野
≧
小
千
谷
を
結
ぶ
一
一
七
号
線
が
昨
年
か
ら

建
設
省
の
直
轄
工
事
と
な
り
、
昭
和
四
十
三
年
度
ま
で
改
良
が
終
る
見
込
で
柏
崎
－
会
津
若
松
間
の

二
五
二
号
線
も
同
様
建
設
省
直
轄
区
間
と
な
り
四
十
六
年
こ
ろ
ま
で
に
は
完
全
舗
装
と
な
る
．
ま
た

雛
較
飛
躍
へ
の
か
け
橋
闘
鶉
雛
に

区
間
に
予
定
さ
れ
る
と
い
う
が
、
昨
年
夏
以
来
増
巾
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
十
日
町
橋
も
ほ
y
完

成
し
来
月
早
々
開
通
の
運
び
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
交
通
網
の
整
備
に
よ
り
近
い
将
来
に
お

い
て
飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
（
写
真
は
開
通
間
近
の
十
日
町
橋
）

§
s
§
s
§
§
§
s
§
§
§
§
s
§
s
§
養
s
§
s
§
§
§
§
§
§
＄
s
§
§
s
§
§
§
“
§
§
§
§
§
§
g
§
§
§
ミ
豊

　
第
四
回
定
例
会

　
十
二
月
二
十
日
開
会
、

二
十
三
日
閉
会

　
糖
案
処
理
結
果

▽
十
日
町
市
税
制
条
例
の

　
一
部
を
改
正
寸
る
条
例

　
制
定
に
つ
い
て

▽
十
日
町
市
事
業
内
共
同

職
業
訓
練
施
設
設
置
条
例
制
定
に

　
つ
い
て

▽
十
日
町
市
一
般
職
員
の
給
与
支
給

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
っ
い
て

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

正
予
算
（
第
四
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施

設
勘
定
補
正
予
算
（
第
四
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
上
水

　
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
†
日
町
市
と
畜

場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
九
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

　
正
予
算
（
第
五
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施

　
設
勘
定
補
正
予
算
（
第
五
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
上
水

　
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

　
　
（
以
上
原
案
可
決
）

▽
十
日
町
市
一
般
職
の
職
員
の
有
給

休
暇
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改

　
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
十
日
町
市
工
場
設
置
奨
励
条
例
の

　
全
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

　
い
て

脇7レウり竹竹皆り仏う協ウ％竹与り竹竹竹竹竹なをな竹り竹竹り勃な竹伽

▽
十
日
町
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
（
以
上
修
正
可
決
）

▽
下
条
小
、
中
学
校
教
員
住
宅
建
設

　
に
関
す
る
請
願
ほ
か
七
件
を
採
択

▽
昭
和
四
十
年
度
十
日
町
市
一
般
会

計
決
算
認
定
ほ
か
七
件
を
決
算
別

委
員
会
付
託

▽
十
日
町
市
上
水
道
事
業
設
置
等
に

関
す
る
条
例
制
定
ほ
か
五
件
を
総

財
付
託

▽
本
町
六
丁
目
三
流
雪
溝
整
備
に
関

す
る
請
願
ほ
か
二
件
を
建
設
委
員

会
付
託

▽
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置
に
関
す

る
請
願
ほ
か
四
件
を
文
教
厚
生
委

員
会
付
託

▽
昭
和
町
一
号
線
道
路
舗
装
に
関
す

る
陳
情
ほ
か
九
件
を
了
承

▽
十
日
町
市
議
会
議
員
選
挙
区
設
置

　
並
び
に
議
員
配
当
条
例
制
定
に
つ

　
い
て
（
以
上
全
員
特
別
委
員
会
付
託
）

豊
か
な
都
市
づ
く
り
に
適
進

市
　
長

村
　
山

　
市
民
の
皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
昨
年
は
政
界

財
界
と
も
一
大
試
練
に
立
た
さ
れ
．

特
に
政
界
の
「
黒
い
霧
」
騒
動
は
、

大
き
く
マ
ス
コ
、
ミ
の
タ
ネ
と
な
っ
て

つ
い
に
国
会
解
敵
と
い
う
あ
わ
た
だ

し
い
う
ち
に
年
が
暮
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
…
誉
聾

十
日
町
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
主
要

産
業
の
織
物
が
か
っ
て
な
い
返
品
に

ょ
り
操
短
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、

一
時
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
し
た
が
、

業
界
の
努
力
が
実
り
、
生
産
高
も
年

間
一
四
〇
億
円
を
記
録
し
た
ほ
か
、

春
物
の
荷
動
き
も
活
発
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
ま
こ
と
に
ご
同
慶
に
た
え

ま
せ
ん
。

農
業
は
春
先
の
変
調
な
天
候
に
よ
り

心
配
さ
れ
た
作
柄
も
夏
の
天
候
回
復

謙
吉

と
同
時
に
持
ち
直
し
、

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

一
応
平
年
作

　
さ
て
こ
と
し
の
市
政
は
昨
年
開
設

の
移
動
市
役
所
の
結
果
に
よ
る
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
も
と
に
、
有
識
者

の
ご
意
見
を
聞
き
一
月
中
に
十
日
町

市
長
期
建
設
計
画
を
樹
て
た
い
と
目

下
事
務
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

移
動
市
役
所
で
最
も
多
く
出
さ
れ
た

道
路
問
題
は
国
道
で
は
、
昭
和
四
十

三
年
頃
ま
で
改
良
舗
装
の
終
る
長
野

≧
小
千
谷
線
を
は
じ
め
直
江
津
≧
六

日
町
線
．
柏
崎
ヒ
会
津
若
松
線
も
逐

次
改
良
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
一
方
市
道
は
三
力
年
計
画
で

順
次
舗
装
さ
れ
る
ほ
か
、
完
全
無
雪

を
目
標
に
機
械
力
の
増
強
や
、
流
雪

溝
の
整
備
に
取
組
ん
で
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
産
業
の
振
興
で
す
が
、
ま

ず
農
業
で
は
農
業
構
造
改
善
事
業
を

そ
の
可
能
地
域
の
実
態
に
即
し
た
事

業
を
進
め
、
逐
次
農
業
の
近
代
化
を

推
進
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

商
業
は
道
路
の
整
備
に
よ
り
商
店
街

の
形
成
や
、
協
同
化
等
近
代
化
を
進

め
る
た
め
の
研
究
と
努
力
を
い
た
す

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
．

第
三
番
目
の
問
題
と
し
て
教
育
施
設

の
充
実
で
し
た
が
、
学
校
建
築
は
昨

年
の
飛
一
校
で
一
段
落
し
ま
し
た
の

で
、
本
年
は
学
校
統
廃
合
や
、
給
食

施
設
の
充
実
等
に
力
を
注
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
児
童
福
祉
関
係
で
す
が
、
保

育
所
施
設
の
増
設
、
児
童
遊
園
地
の

耀
に
努
力
す
る
つ
－
り
で
あ
り
㎝

懸
案
の
北
越
北
線
も
年
内
着
工
を
是
㎜

非
実
現
し
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

国
道
の
改
良
舗
装
等
と
あ
わ
せ
て
、
　
㎜

着
々
十
万
都
市
へ
の
基
盤
が
で
き
あ
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

が
り
つ
N
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

新
し
い
都
市
づ
く
り
に
今
後
も
市
醗

融
難
誹
鶏
馨
ω
鑑

か
な
市
政
に
適
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
脚

い
享
の
で
・
ご
指
嚢
韻
い
鑑

し
上
げ
ま
す
。

鰹
羅
…
…
叢
　
壌
麟
繋

料
　
理
　
教
　
室

こ
こ
に
市
の
発
展
と
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

…
＝
…
…
≡
…
一
一
一
…
…
…
…
…
一
…
…
＝
…
＝
…
一
…
≡
…
…
…
一
口
…
…
≡
…
…
【
…
＝
…
≡
…
…
一
…
一
…
…
…
…
鞘
…
…
…
…
…
一
…
一
…
…
…
…
一
塁
…
…
…

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
力

市
議
会
議
長

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
て
、

皆
さ
ま
と
共
に
心
か
ら
お
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
十
日
町
市
に

お
き
ま
し
て
は
北
越
北
線
の
通
過
路

線
や
、
新
し
い
市
庁
舎
の
位
置
間
題

が
相
次
ぎ
マ
ス
コ
．
・
・
の
焦
点
と
な
り

ま
し
た
が
、
幸
い
関
係
者
の
深
い
ご

理
解
と
市
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
い
ず
れ
も
伸
展
の
方
向
に

及
び
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ご

同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
織

物
産
業
が
技
術
の
進
歩
に
よ
り
順
調

な
発
展
を
と
げ
つ
つ
あ
り
、
一
四
〇

樋
口
政
太
郎

億
円
を
記
録
し
ま
し
た
。
農
業
も
ど

う
や
ら
平
年
作
を
維
持
し
供
米
も
昨

年
を
上
回
る
実
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。
さ
て
本
年
は
十
日
町
市
建
設
五

ケ
年
計
画
策
定
の
年
に
当
り
、
本
市

の
進
む
べ
き
方
途
の
基
盤
が
確
立
さ

れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　
即
ち
将
来
十
万
都
市
の
街
づ
く
り

に
社
会
及
び
経
済
開
発
の
諸
施
策
が

推
進
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
産
業
文
化
と

あ
ら
ゆ
る
総
合
的
な
広
域
振
興
策
を

講
じ
な
が
ら
、
市
民
生
活
の
向
上
を

は
か
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
に

お
き
ま
し
て
市
建
設
計
画
も
大
き
な

期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新

し
く
迎
え
た
昭
和
四
十
二
年
も
昨
年

に
も
増
し
て
幾
多
の
懸
案
を
抱
え

多
忙
な
年
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

即
ち
豪
雪
対
策
産
業
基
盤
の
整
備
、

教
育
問
題
な
ど
山
積
み
し
て
お
り
ま

す
、
産
業
基
盤
整
備
な
か
ん
ず
く
道

路
は
、
国
道
改
良
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
本
年
は
市
道
の
舗
装
に
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
問
題

で
は
学
校
建
築
、
教
育
施
設
の
整
備

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
く
し
ど

も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
十
分
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
市
民
生
活
向
上
を

め
ざ
し
て
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
は

最
後
の
任
期
の
年
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
広
く
思
い
も
新
た
に
し

主
要
産
業
の
織
物
を
は
じ
め
、
農
業

商
工
業
そ
の
他
各
方
面
に
わ
た
っ
て

深
く
意
を
注
ぎ
、
住
み
よ
い
郷
土
建

設
に
遭
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
本
年

も
相
変
ら
ず
、
ご
協
力
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
終
り
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
十
日
町
市
の

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
．

と
き
　
一
月
二
十
一
日
（
士
）
一
時

　
　
　
か
ら

と
こ
ろ
　
公
民
舘
本
舘
実
習
室

だ
　
い
　
ぎ
ょ
う
ざ
他

経
費
　
一
五
〇
円

コ
「
劃
」

と
　
　
き

と
こ
ろ

だ
　
い

材
料
費

一
月
二
十
八
日
（
土
）
一
時

か
ら
公
民
舘
本
舘
第
二
会
議
室

モ
チ
ー
フ

座
布
団
カ
バ
i

一
応
用
意
し
て
下
さ
い
．

　
　
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
高
橋
兵
吉
さ
ん
（
本
町
四
丁
目
）

　
三
〇
〇
円
、
内
藤
直
義
（
現
在
埼
玉

　
県
春
日
部
市
）
三
〇
〇
円
、
庭
野
、
、
、

　
ヨ
（
昭
和
町
一
）
一
、
○
○
○
円
、

　
と
く
名
二
、
○
○
○
円
、
十
日
町
中

旧
学
校
四
四
二
円
、
十
日
町
群
馬
県
人

㎜
会
一
、
三
〇
〇
円
、
新
潟
相
互
銀
行

㎝
十
日
町
支
店
一
同
二
、
一
九
八
円
、

の
㎜
と
く
名
五
〇
〇
円
、
池
田
博
子
（
十

ロ

旧
日
町
中
学
校
昨
年
特
殊
学
級
卒
業

㎜
者
）
一
、
〇
一
二
円
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ロ

閥
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
（
街
頭
歳
末
募

噂
■
金
を
し
た
所
の
寄
附
）
三
二
、
一
三

鵬
二
円
、
下
条
地
区
体
育
協
会
、
下
条

8
ホ
ー
ク
ダ
ソ
ス
ク
ラ
ブ
（
歳
末
た
す

騒

　
け
あ
い
慈
善
ダ
ソ
ス
パ
ー
テ
ー
の
売

㎜
上
金
の
一
部
）
二
、
四
九
〇
円
、
十

　
日
町
警
察
署
経
由
と
く
名
一
、
○
○

闘
O
円
、
越
後
交
涌
皿
一
同
一
、
二
二

　
七
円
、
南
雲
富
美
（
高
田
町
一
丁
目
）

胴
公
民
舘
主
催
の
美
容
講
習
会
の
講
師

　
謝
礼
金
を
寄
付
一
、
○
○
○
円
、
十

ロ

巳
日
町
輪
業
組
合
、
御
歳
暮
を
廃
止
し

　
て
七
〇
、
O
O
O
円
、
一
市
民
（
と

ロ

・
く
名
）
一
〇
、
○
○
○
円
、
十
日
町

　
警
察
署
経
由
生
長
の
家
十
日
町
青
年

ロ
。
会
（
代
表
．
嵐
田
三
千
雄
）
一
二
、
二

臼
二
三
円
、
十
日
町
警
察
署
経
由
、
庭

巳
　
野
貴
美
子
（
市
内
泉
町
）
九
〇
二
円
、

■
市
内
小
泉
（
浅
ケ
原
）
馬
場
栄
作
さ

臼

　
ん
は
妻
ジ
ヤ
ゥ
さ
ん
（
七
三
才
）
死

闘
亡
に
よ
り
、
五
万
円
を
香
典
返
し
に

㎜
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付
し

噸
て
下
さ
い
ま
し
た
．

一274一



＿2＿（昭和32年6月5日第三種郵便物認可）昭和42年1月15日（日曜日）ちまかおと報市No．123

i灘

　　　辱　・一ゲ

・院耀

器選器

田　　　田

88　　　田

塁灘
　　ほヨド
田目田
田‘轟田

灘轡88　　目田回尋田
馨裁、器

器、薗器

田　　　田

紹　　　紹
　　　↓
器審慧

騰1

投
票
同
に
2
9
日
で
ず

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
、
最
高
裁

判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
一
月
二

十
九
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
　
「
明
る

く
正
し
い
政
治
は
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
か
ら
」
を
相
言
葉
に
選
挙
公
報

や
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
候
補
者
の
政

見
や
人
柄
な
ど
を
よ
く
知
る
こ
と
に

つ
と
め
、
自
分
の
信
念
に
基
づ
い
て

棄
権
を
し
な
い
よ
う
投
票
し
ま
し
ょ

う
。
最
高
裁
判
所
は
「
憲
法
の
番

人
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
裁

判
官
の
よ
し
、
わ
る
し
も
私
た
ち
の

生
活
に
影
響
す
る
わ
け
で
、
国
民
審

査
も
大
切
な
投
票
で
す
。

投
票
は
こ
の
よ

　
レ
つ
こ

　
　
　
壱

　
あ
ら
か
じ
め
お
手
も
と
に
配
布
さ

れ
た
入
場
券
（
一
月
二
十
日
頃
発
送

の
予
定
）
を
も
っ
て
指
定
さ
れ
た
投

票
所
へ
行
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
へ
行
く
と
き
に
、
入
場
券
に

記
入
さ
れ
た
投
票
所
と
投
票
の
時
間

を
確
め
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
で
は

あ
な
た
の
入
場
券
と
選
挙
人
名
簿
を

対
照
し
て
投
票
用
紙
を
わ
た
し
ま

す
o
投
票
用
紙
は
、
衆
議
院
議
員
と
、

棄
権
を
し
な
い
よ
う

国
民
審
査
の
二
枚
が
同
時
に
わ
た
さ

れ
ま
す
。

ω
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
（
赤
で

　
印
刷
）
に
は
候
補
者
の
う
ち
か
ら

　
一
人
の
氏
名
を
は
っ
き
り
書
い
て

　
く
だ
さ
い
。

②
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
用

　
紙
（
墨
で
印
刷
）
に
は

　
④
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う

　
　
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏

　
　
名
の
上
の
欄
に
x
を
書
い
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
＠
や
め
さ
せ
た
く
な
い
と
思
う
裁

　
　
判
官
に
つ
い
て
は
、
何
も
書
か

　
　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
の
投
票
し
た
く
な
い
人
は
、
投
票

　
　
用
紙
を
受
け
取
ら
な
い
で
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　
　
代
理
投
票

　
身
体
の
故
障
な
ど
で
字
の
書
け
な

い
人
は
投
票
所
へ
行
っ
て
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
補
助
者
二
名
が
選
任
さ

れ
て
あ
な
た
の
投
票
し
ょ
う
と
思
う

候
補
者
の
氏
名
を
伝
え
る
と
一
人
が

記
入
し
、
他
の
一
人
示
確
認
し
ま

す
。　
な
お
こ
の
補
助
者
は
投
票
の
秘
密

第
十
八
回
雪
ま
つ
り

二
月
十

　
今
冬
は
昭
和
二
十
年
以
来
の
大
雪

と
な
り
ま
し
た
が
、
恒
例
の
雪
ま
つ

り
は
今
年
で
第
十
八
回
目
を
迎
え
二

月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
盛
大

に
挙
行
さ
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

雪
ま
つ
り
事
務
局
で
は
既
に
ポ
ス
タ

ー
並
び
に
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

手
配
も
完
了
し
、
近
日
中
に
各
関
係

方
面
に
配
布
の
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
つ
り
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
各

担
当
部
会
並
び
に
前
夜
祭
担
当
の
織

物
組
合
青
年
部
等
に
お
い
て
計
画
が

日
・
十
二
日

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
既
に
県
内
は
も
ち
論
東
京
、
関
東

そ
の
他
か
ら
の
来
市
の
申
込
が
殺
到

し
て
お
り
、
受
入
態
勢
も
各
関
係
機

関
で
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
雪
ま
つ
り
の
最
大
の
呼
び
も

の
で
あ
る
雪
の
芸
術
展
の
製
作
出
品

に
つ
い
て
は
、
今
回
は
一
作
品
当
り

の
奨
励
費
を
大
巾
に
増
額
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
あ

げ
て
の
雪
ま
つ
り
に
す
る
た
め
に
、

町
内
、
団
体
事
業
所
等
で
で
き
る
だ

け
多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．

を
漏
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

法
を
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　
　
点
字
投
票

　
盲
人
で
点
字
の
で
き
る
方
は
申
し

出
て
い
た
だ
く
と
点
字
器
と
点
字
用

の
投
票
用
紙
を
わ
た
さ
れ
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
方
法

　
選
挙
の
当
日
ど
う
し
て
も
投
票
所

へ
行
け
な
い
方
が
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
不
在
者

投
票
の
で
き
る
方
は
次
の
こ
と
が
ら

に
該
当
す
る
方
で
す
。

　
①
職
務
や
業
務
で
他
市
町
村
に
出

　
　
か
け
る
人

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の

　
　
た
め
他
市
町
村
へ
旅
行
し
た
り

　
　
す
で
に
滞
在
し
て
い
る
人
。
遊

　
　
び
の
た
め
旅
行
等
は
含
ま
れ
ま

　
　
せ
ん
。

　
③
病
気
や
お
産
な
ど
で
歩
く
こ
と

　
　
が
困
難
な
人
．
市
内
で
は
十
日

　
　
町
病
院
、
中
条
病
院
に
入
院
中

　
　
の
方
は
病
院
長
に
申
し
出
る
と

　
　
そ
の
場
所
で
不
在
者
投
票
を
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
他
の

　
　
病
院
や
．
自
宅
で
の
投
票
は
で

　
　
き
ま
せ
ん
。

　
④
市
外
か
ら
住
所
移
転
を
し
た
人

　
　
ま
た
は
市
外
へ
住
所
移
転
を
し

　
　
た
人

　
こ
の
不
在
者
投
票
の
手
統
き
は
、

市
町
村
長
、
業
務
主
ま
た
は
医
師
等

の
証
明
が
必
要
で
あ
っ
た
り
し
ま
す

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員

会
に
問
い
合
せ
る
な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
不
在
者
投
票
は
で
き
る
だ

け
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

繰
上
げ
投
票
所
鯛
覧

（
投
票
区
名
　
投
票
所
の
場
所
、
繰

　
り
上
げ
時
間
，
変
更
に
よ
る
開
閉

　
時
間
の
順
）

▽
第
五
H
津
池
農
業
共
同
作
業
所
、

二
、
午
前
七
時
～
午
後
四
時
▽
第
六

“
大
池
小
学
校
軽
沢
分
沢
、
二
、
同

▽
第
八
”
同
赤
倉
分
校
、
二
、
同
▽

第
十
二
”
飛
渡
第
一
小
学
校
、
一
、

賜
≡
≡
■
■
≡
≡
…
■
■
≡
≡
≡
贋
ー
…
＝
≡
一
■
巳
≡
≡
≡
■
■
≡
≡
≡
■
口
≡
≡
≡
8
■
≡
≡
≡
8
■
≡
≡
≡
璽
■
≡
≡
…
麗
■
一
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍾

■■■■■一■一

　
豪
雪
地
帯
の
急
患
輸
送
等
に

こ
の
ほ
ど
県
か
ら
雪
上
車
ス
ノ

ー
ロ
ビ
ン
H
型
一
台
が
十
目
町

市
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

雪
上
車
は
全
長
二
・
〇
四
材
、

巾
一
・
二
三
材
空
冷
四
サ
イ
ク

1腿躍■■”闘IIlll■臨1

上車
脳
雪

一III馳II翻■口

に
．
送

口

．
輸

■目

患
■璽

急
繭■

ル
時
速
十
五
㌔
の
性
能
を
も
っ

て
い
る
。
特
徴
は
運
転
が
簡
単

で
維
持
費
が
安
く
山
間
地
交
通

の
確
保
に
も
役
立
つ
と
い
う
も

の
。

灘
騒
騨
騨

lIll9口■11”1［611一口旧181［1”1蘭口翻1”II“■

午
前
七
時
硬
午
後
五
時
▽
第
十
三
“

同
池
谷
分
校
、
二
、
午
前
七
時
～
午

後
四
時
▽
第
＋
四
”
飛
渡
第
二
小
学

校
、
二
、
同
▽
十
五
“
同
枯
木
又
分

校
、
二
、
同
▽
第
十
六
“
新
座
小
学

校
三
ツ
山
分
校
、
二
、
同
▽
第
＋
七

隔
市
之
沢
農
業
共
同
作
業
所
、
一
、

午
前
七
時
～
午
後
五
時
▽
第
二
十
一

旺
関
根
公
民
舘
、
一
、
同
▽
第
二
十
二

“
八
箇
小
学
校
、
二
、
午
前
七
時
之

午
後
四
時
▽
二
十
三
“
稲
子
平
公
会

堂
．
二
、
同
▽
二
十
四
“
中
村
公
民

舘
、
一
、
午
前
七
時
～
午
後
五
時
▽

二
十
五
“
田
麦
公
民
舘
、
一
、
同
▽

二
十
六
H
ニ
ッ
屋
公
民
舘
、
二
、
午

前
七
時
～
午
後
四
時
▽
第
二
十
七
“

六
箇
小
学
校
塩
之
又
分
校
、
二
、
同

▽
第
二
十
八
1
1
吉
田
小
学
校
、
一
、

午
前
七
時
～
午
後
五
時
▽
第
二
十
九

H
吉
田
出
張
所
、
一
、
同
▽
第
三
十

”
鐙
島
小
学
校
、
一
、
同
▽
第
三
十

一
“
真
田
小
学
校
、
二
、
同
▽
第
三

二
U
名
ケ
山
小
学
校
．
二
、
同
▽
第

三
十
五
“
水
口
広
大
寺
、
一
、
午
前

七
時
～
午
後
五
時
▽
第
三
十
六
“
東

下
組
小
学
校
二
、
午
前
七
時
≧
四
時

▽
第
三
十
八
“
太
田
島
公
会
堂
一
午

前
七
時
～
午
後
五
時
▽
第
四
十
”
伊

達
公
会
堂
、
一
、
同
▽
第
四
十
一
”

水
沢
小
学
校
黒
沢
分
校
、
一
、
同
▽

第
四
十
二
“
細
尾
作
業
場
、
二
、
午

前
七
時
～
午
後
四
時
▽
第
四
＋
三
H

野
中
小
学
校
　
二
、
同
▽
第
四
十
四

腫
同
鍬
柄
沢
雪
中
分
校
、
二
、
同
▽

第
四
十
五
“
同
当
間
雪
中
校
、
二
、

同
▽
第
四
十
六
“
水
沢
小
学
校
南
雲

雪
中
校
　
二
同
▽
第
四
十
七
“
馬
場

小
学
校
市
之
沢
雪
中
校
、
二
、
同
、

▽
第
四
＋
八
“
同
珠
田
分
校
、
二
、

同
▽
第
四
十
九
”
姿
願
王
庵
、
一
、

午
前
七
時
～
五
時
▽
第
七
“
大
池
小

学
校
二
、
午
前
七
時
硬
午
後
四
時
．

退
職
所
得
の
課
税

　
地
方
税
法
の
、
改
正
に
よ
り
従
来
、

退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
他
の
所
得

（
総
所
得
金
額
、
山
林
所
得
）
と
合
算

し
て
退
職
し
た
年
の
翌
年
度
に
課
税

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
所

得
税
と
同
様
に
他
の
所
得
と
区
分
し

て
、
退
職
手
当
等
が
支
払
わ
れ
る
時

そ
の
退
職
手
当
等
の
支
払
者
が
特
別

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
新
し
い
制
度
は
、
昭
和
四
十
二
年

一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
退
職

手
当
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

ω
昭
和
四
十
一
年
中
に
支
払
わ
れ
る

　
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
四
十
二
年
度
に
お
い
て
従
来
ど
お

　
り
の
方
法
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
特
別
徴
収
さ
れ
た
市
民
税
、
県
民

　
税
は
特
別
微
収
義
務
者
か
ら
、
退

　
職
者
が
退
職
し
た
年
の
一
月
一
日

　
現
在
に
お
け
る
住
所
が
所
在
す
る

　
市
町
村
に
納
入
さ
れ
ま
す
。

③
税
率
は
一
定
税
率
が
適
用
さ
れ
て

　
全
国
い
ず
れ
の
市
町
村
で
も
同
じ

　
で
す
。

〔
計
算
方
式
〕

退
職
手
当
等
1
（
勤
続
年
数
×
五
万

円
）
×
二
分
の
一
“
課
税
所
得
額

（
勤
続
期
間
に
一
年
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
．
こ
れ
を
一
年
に
繰
上

げ
て
計
算
し
ま
す
）

以
上
大
要
に
つ
い
て
の
べ
ま
し
た
が

不
明
の
点
に
つ
い
て
は
市
役
所
税
務

課
（
電
話
十
日
町
三
一
一
一
）
へ
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

プ
ロ
．
ハ
ン
ガ
ス

　
プ
・
バ
ソ
ガ
ス
の
取
扱
い
及
び
設

備
の
不
備
に
よ
り
県
下
各
地
に
ガ
ス

漏
れ
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
が
、
正
し
い
取
扱
い
に
よ
り
事

故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
．

　
◎
設
置
及
び
使
用
時
の
注
意

L
ガ
ス
容
器
は
必
ず
屋
外
に
設
け
金

　
属
配
管
と
し
転
倒
し
な
い
よ
う
。

乞
雪
の
重
量
が
容
器
に
か
か
ら
ぬ
よ

　
う
囲
い
を
設
け
る
。

ふ
コ
ソ
ロ
等
燃
焼
器
は
常
に
掃
除
を

　
し
、
叉
燃
え
易
い
も
の
か
、
附
近
に

　
お
か
ぬ
。

4。

ゴ
ム
管
の
キ
ズ
や
ヒ
ビ
割
れ
の
も

　
の
は
必
ず
取
り
替
え
る
．

　
◎
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
時
の
注

　
　
意

L
附
近
の
火
気
は
全
部
消
す
こ
と

2。

容
器
の
元
弁
を
締
め
、
出
入
口
窓

　
を
あ
け
、
た
ま
っ
た
ガ
ス
を
早
く

　
出
す
．

3。

ガ
ス
は
低
い
所
に
た
ま
る
か
ら
風

　
呂
の
焚
口
な
ど
の
低
い
場
所
は
と

　
く
に
注
意
す
る
。

　
◎
使
用
後
の
注
意

L
燃
焼
器
具
の
コ
ッ
ク
、
バ
ル
ブ
は

　
確
実
に
閉
じ
る
こ
と
。

乞
外
出
叉
は
夜
間
で
ガ
ス
の
使
用
後

　
は
元
バ
ル
ブ
又
は
容
器
バ
ル
ブ
を

　
必
ず
締
め
る
こ
と
。

保
育
所
入
所
児
童
募
集

　
昭
和
四
十
二
年
度
保
育
所
入
所
児

童
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
受
付
期
間

　
一
月
二
十
五
日
よ
り
二
月
四
日
迄

二
、
提
出
書
類

　
保
育
所
入
所
申
請
書
一
通
父
母
、

　
祖
父
母
、
兄
姉
で
給
与
所
得
の
あ

　
る
方
は
昭
和
四
十
一
年
分
の
源
泉

　
徴
収
票
写
を
必
ず
添
付
し
て
下
さ

　
い
。
尚
前
年
の
納
税
が
他
の
市
町

　
村
の
場
合
は
、
市
町
村
民
税
の
税

　
額
証
明
書
を
添
付
し
て
下
さ
い
。

三
、
提
出
先

　
十
日
町
市
役
所
内
社
会
福
祉
事
務

　
所
四
、
申
請
用
紙

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
、
及
び
各
保

　
育
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
か
ら

　
お
申
し
出
下
さ
い
。

五
、
入
所
予
定
人
員

　
三
才
以
上
児
三
才
未
満
児
計

十
日
町
保
育
所
（
市
立
）

　
　
　
一
四
　
　
　
一
五
　
　
二
九

鐙
島
保
育
所
（
市
立
）

　
　
　
三
〇
　
五
三
五

北
越
保
育
園

　
　
　
一
四
　
　
一
二
　
二
六

十
日
町
幼
児
園

　
　
　
三
〇
　
　
　
　
　
〇
　
　
三
〇

六
、
入
所
資
格
者

　
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
あ
っ

　
て
保
育
に
欠
け
る
児
童

七
、
こ
の
募
集
以
前
に
申
請
書
を
提

　
出
さ
れ
て
あ
る
方
は
、
再
提
出
し

　
て
下
さ
い
。

八
、
申
請
書
提
出
の
際
は
お
宅
の
地

　
図
（
近
所
の
建
物
等
目
じ
る
し
を

　
記
入
し
た
も
の
）

尚
市
立
鐙
島
保
育
所
は
吉
田
南
鐙
坂

に
あ
り
ま
す
。

　
厄
年
（
や
く
ど
し
）

　
昔
か
ら
、
男
は
二
十
五
才
、
四
十

二
才
、
六
十
才
で
、
女
性
は
．
十
九

才
、
三
十
三
才
、
四
十
二
才
が
厄
年

で
、
こ
の
年
に
あ
た
る
男
女
に
は
な

に
か
厄
介
な
事
件
が
お
こ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厄
年
は
、
中
国
の
古
い
陰
陽

道
に
よ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
一
種
の

迷
信
的
な
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
そ
う
し
た
年
齢
を
迎
え
た
男

女
の
状
態
を
統
計
的
に
み
る
と
、
死

亡
率
も
高
く
．
ま
た
社
会
的
な
浮
沈

も
多
い
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
．

　
も
っ
と
も
こ
の
ご
ろ
は
、
男
女
と

　
　
　
　
〈
晶
季
節

も
平
均
寿
命
が
の
び
た
の
で
、
さ
き

に
あ
げ
た
基
準
年
齢
も
多
少
訂
正
す

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
男
性

に
せ
よ
女
性
に
せ
よ
、
二
十
才
前
後

と
い
え
ば
人
生
の
た
い
せ
つ
な
ポ
イ

ソ
ト
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
女
性
の
三
十
三
才
あ
る
い
は
四
十

二
才
は
、
精
神
的
、
肉
体
的
の
転
換

期
に
あ
る
し
、
男
の
四
十
二
才
と
い

え
ば
、
社
会
的
に
重
圧
、
家
庭
へ
の

責
任
と
男
女
共
に
む
ず
か
し
い
年
齢

と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
．

　
太
り
す
ぎ
防
止
に

　
　
　
　
　
適
度
な
運
動
を

お
正
月
と
も
な
る
と
、
ご
ち
そ
う
で

　
重
い
た
ん
白
食
品
が
続
い
て
、
お
と

　
な
も
子
ど
も
も
、
ど
う
し
て
も
太
り

　
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
　
太
る
こ
と
自
体
結
構
な
こ
と
で
す

　
が
、
太
り
す
ぎ
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
太
り
す
ぎ
は
体
質
的
な
も
の
も
あ

　
り
ま
す
が
、
最
大
の
原
因
は
栄
養
過

　
多
と
運
動
不
足
で
す
。
と
く
に
、
最

　
近
の
生
活
の
合
理
化
、
機
械
に
と
も

　
な
っ
て
、
手
足
を
動
か
す
こ
と
が
少

　
な
く
な
り
、
ま
す
く
こ
（
太
り
す

　
ぎ
傾
向
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な

　
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
取
り
入

　
れ
た
栄
養
は
そ
れ
ぐ
の
日
常
生
活

　
の
な
か
で
十
分
生
か
さ
れ
ね
ば
意
味

の
話
題
W
v

　
の
な
い
も
の
で
、
逆
に
、
高
血
圧
、

　
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
に
な
り
や
す

　
い
身
体
的
も
ろ
さ
を
身
に
つ
け
る
結

　
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
こ
の
太
り
す
ぎ
を
防
止
す
る
た
め

　
規
則
正
し
い
、
適
度
の
運
動
を
お
し

　
す
め
し
ま
す
。
「
歩
く
」
こ
と
も
た
い

　
へ
ん
よ
い
運
動
で
す
が
、
た
だ
ぶ
ら

　
ぶ
ら
と
歩
く
の
で
な
く
て
、
あ
る
一

　
定
の
速
さ
を
と
も
な
っ
た
歩
き
方
で

　
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

　
り
、
運
動
の
質
と
量
、
強
さ
、
回
数

　
期
間
な
ど
を
十
分
考
え
て
、
規
則
正

　
し
く
行
な
わ
な
い
と
効
果
が
な
い
も

　
の
で
す
。
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